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天平神護三年二月二十二日の日付がある 「一切経本目録」 という文書二点がありますが、 前者 （続修後集二十七） には一四三点の経論が挙げられています。その九五番が 「出家人受菩薩戒経一巻」 です。この本は敦煌本に見つかった 「出家戒法巻第 」 （ペリオ二一九六） に比定されています。敦煌本は書写年代が天監十八年 （五一九） であり、 南朝梁 書風を伝える名品の一つに数えられているも です。　
次の九六番は 「在家人布薩法経一巻」 です。こ 経典につい
て今まではよく分かりませんでした 、 最近京都国立博物館赤尾栄慶先生と私との調査で判明しま 。 『在家人布薩法巻第七』 （重要文化財・神谷昭男氏蔵） に相当 と思います。　
九七番の書目は 「菩薩羯摩一巻」 ですが、 これは見つかって
おりません。　
ところで中国仏教史で皇帝菩薩と称される方がいま 。そ
れが梁の武帝です。実は敦煌本の奥書には 「勅写」 と書かれております。書写年代と武帝の治世下が一致しますので古来武帝が僧の慧約から菩薩戒をうけた記録 （ 『南史』 六、 『続高僧伝』六） に鑑みて本写本の史料的価値が喧伝されてきま た。しかし、 「出家人菩薩戒法」という書名に疑問がもたれ い
した。日本の神谷本も同様でこれは書名に相当しないと考えられます　
一般に経典は品題が付されているものが多いのですが、 これ






した。その時、 長らく東京国立博物館に寄託していた国宝 漢書食貨志』を名古屋市博物館へと寄託先を変更しました。その折に特別調査をさせていただいたのですが、 紙背には僧肇撰とされる幻の書物 『阿弥陀経義疏』 が書写されていました。その内容は慈恩大師撰とされる 『阿弥陀経疏』 と同一でした。そも も本書を することにつ ては百年前から激論が交わされてきた ですが、 古来僧肇の撰述内容 不明
なため研究の前進が緩慢となっていたのです。僧肇撰は仮託の書と確定したことは大きな進歩でした。　
さらに驚くことがありました。韓国の海印寺の仏像から白
紙に墨書された写本が出てきました。韓国の学者と赤尾栄慶先生、 それに筆者 の合同調査で十一世紀頃の写本といたしましたが、 ここには 『阿弥陀経疏』 が抄出されていただけでなく、選述者も記録されていたのです。
 「西京玄法寺行真法師造」 と
あります。実はこの行真は玄奘三蔵と同時代、 あるいは少し後代の学僧であったようです。私は、 こ 人物こそ真の著者だと考えております。　
以上のように東アジア仏教写本研究はその名に相応しい展





























































ると、大方において白によるものの方が今日行われている読みに近い傾向があ 。こ結果から想像できることは、朱点による読み下しの後、より正確な読み下しを施した別本による校合が われた可能性があるということではないだろうか。実際、異本注記として「云云字有唐本」 （三六行目
・朱
） 「唐本無而字」
（四一五行目・朱） 「或本無経字」 （四一八行目・緑）のように「唐本」や「或本」 呼ばれる別本を参照した跡がいつくも見受けられ、本文校合を行ったことは確かであるから、そ に訓点が付されていた可能性もあるだろう。　
前述のごとく、 『摩訶止観』は『法華玄義』
『法華文句』と並んで天台三大部と称される根本聖教の一であり、日本へも鑑真和尚（六八七～七六三）をはじめとして、最澄（七六 ～八二二）、円珍（八一四～八九 ）による将来が確認されている。そしてその影響力は仏教界のみにとどまらず、 『源氏物語』など日本文化にも広 った。国仏本が書写、訓読された当時、幾本かの将来本や写本が既に存在し、夫々訓読が行われていたことは間違いない。　
現在ではこの国仏本が本邦最古のもので




































































 二〇〇八） 。 『摩訶止観』 は言うまで

























などの奇異な假名字體を持つ。 （中略）奧書はないが、 本文が天台三大部の一 あるこ から見ても、恐らく天台宗延
寺關係の加點であらう
と考へ られる。 」 （五〇六～五〇七頁） としている。　
本書の加点でもっとも注目すべきは、 白点であ
ろう。白点は胡粉を水で溶いたものによ っ て付ける。伸びが悪く書きにくいが、 乾くと拭き取ることができ、 また自然に剥落することも多い。平安初期にはよく用いられたが その後次第に用いられなくな った。同一文献に白点と朱点が付い て いれば、 一般には白点が古く朱点が新し ことが普通であるが、 本書では平安中期と、白点資料しては比較的遅い上 、 白点と はほぼ同時期に付けられて い る点が興味深い。以下、 こ の ・白二種の点に つ い て、 主 その関係を簡単に述べ る。　





載の点図及び字体表を使っ 読み下すことが可能である。ヲコト点・仮名 以外にも 声点や反切注、 義注、 異本注記など 記されている。　
一方、白点は、巻首にあっては剥落により
見えにくくなってい が、中ほどに進むにつ肉眼でもある程度見えるようになってくる。実見調査では室内を薄暗くし、 ＬＥＤライトで反




やら 「見せ消ち」 である可能性が高い。つまり朱点を用いて一旦読み下されたテキストを、 朱点と同パ ターン （ヲ コト点の配置、 仮名字体がほぼ同じ）の白点によって、 訂正や新たな情報を加えな ら読み直していると解釈することが き の る。　
本文三十行目二字目から五字目 「十年専誦」











  巻第一』 について
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国仏本『摩訶止観　巻第一』　朱、白、緑の訓点が見える。


































は、文末の 「大乗経」 の後に、 「甚

















































































































罫線は引かずに下敷や罫線枠を置いて書写をする。罫線があると邪魔になり読みにくい。しかし、 経典のほとんどには が引かれている。むしろ『平家納経』など 装飾経は、金泥や
銀泥で線が引かれて目立たせている。注疏など 注釈書には罫線があまり引かれていない。経典ばかりが うして罫線を引くのであろうか。また、写経の際「真行草」の書き方があるのに、真名字である楷書で 一文字一文字書写をする。「行草」は注疏には多くある。このようなことがなぜ起こったのであろうか。私なりに答らしきものを出してみる　
一切経五千四十八巻の基本になった智昇撰『開元釈教録』






































































































紹介します。 『身延文庫典籍目録』の余宗の部（巻下、三一頁）には作者未詳で「無量寿経述記」 （断簡） なる書物があり、 これが新羅僧義寂撰『無量寿経述記』 であることを確認しました。これまで逸書とされ、逸文を蒐集した 「復元本」しかその内容を知る術がなか っ で、 今回の身延文庫本の出現は意義深いことです。 本年度影印・翻刻を本学「善本叢刊第五輯」として刊行予定） 。入蔵時期は未詳ながら日蓮宗総 山が貴重な浄土教典籍を蔵して い るこ は 「八宗ノ章疏ヲ習学スベシ」 という日蓮の学問態度の継承に基づくものと推測されます。附記
閲覧の機会を賜りました身延文庫の吉村明悦文庫長、渡辺永祥主事に厚く御礼申し上げます。



































二万七千冊と 各国の図書寄贈、支援のもと復興を遂げた。日本からも一九二四年より一九二六年にかけ、三、 二〇二部一三、 六八二冊の寄贈がなされ これは当時、国外最大規模の日本図書コレクションとなった。
　
これらの図書は宮内省図書寮や早稲田
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